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三

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

　
　

は
じ
め
に

　

僧
伝
の
多
く
は
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
学
生
が
一
人
の

僧
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
す
る
と
、
漢
文
の
読
解
力
が
必
要
と
な
る
。

し
か
し
大
学
入
試
に
漢
文
は
ほ
ぼ
課
せ
ら
れ
ず
、
一
か
ら
漢
文
を
学
習

し
直
す
必
要
が
あ
る
。
い
や
、
そ
れ
以
前
に
現
代
文
の
読
解
す
ら
ま
ま

な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
読
書
法
に
つ
い
て
も
指
導
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
漢
文
を
扱
う
授
業
で
、
年
に
一
、二
回
「
書
き
下
し
文

の
ま
ち
が
い
探
し
」
と
い
う
課
題
を
課
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
そ
の

教
材
と
し
て
、
能
仁
晃
道
訓
注
『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』（
禅
文
化

研
究
所
、
二
〇
〇
二
）
が
書
き
下
し
た
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」

「
凡
例
」
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
が
あ
る（

（
（

。
と
い
う
の
は
、一
つ
に
は
「
序

文
」「
凡
例
」
の
書
き
下
し
文
に
ま
ち
が
い
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

二
つ
に
は
序
文
凡
例
、
す
な
わ
ち
ま
え
が
き
は
、
読
書
に
お
い
て
重
要

な
箇
所
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（
（

。

　

た
と
え
ば
効
率
的
な
読
書
法
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
「
目
次
と
ま
え
が

き
・
結
び
を
読
め
ば
、
読
ま
な
く
て
よ
い
本
を
外
に
は
じ
き
だ
せ
る
」

と
い
う
読
書
法
を
安
易
に
見
習
う
と
、「
序
文
」「
凡
例
」
の
ま
ち
が
っ

た
書
き
下
し
文
の
せ
い
で
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
を
読
ま
な
く
て
よ

い
本
と
し
て
外
に
は
じ
き
だ
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る（

（
（

。

　

そ
こ
で
授
業
で
は
二
つ
の
こ
と
を
行
な
っ
た
。
ま
ず「
序
文
」「
凡
例
」

の
一
、二
箇
所
に
対
し
て
、
根
拠
と
な
る
書
籍
や
参
考
書
を
示
し
、
書

き
下
し
文
の
ま
ち
が
い
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
次
に
学
生
に「
序
文
」

「
凡
例
」の
ご
く
一
部
分
を
精
読
さ
せ
て
、自
分
に
読
解
力
が
な
け
れ
ば
、

効
率
的
な
読
書
法
を
見
習
っ
て
も
、
読
む
べ
き
本
と
そ
う
で
な
い
本
の

見
分
け
が
つ
か
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
っ
た
。
や
は
り
地
道
に
読

解
力
を
つ
け
る
以
外
に
近
道
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
か
か
る
目
的
で
課
し
た
課
題
の
解
答
案
を
以
下
に
示
す

こ
と
と
す
る
。

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

加　

藤　

一　

寧
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二
四

一
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」
書
き
下
し
文
の
誤
り

　

最
初
に
『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
が
句
読
を
切
っ
た
『
近
世
禅

林
僧
宝
伝
』「
序
文
」
の
本
文
と
書
き
下
し
文
を
掲
げ
る
。
ち
な
み
に

こ
の
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」
白
文
は
、
富
岡
鉄
斎
と
伊
藤
紀

に
よ
っ
て
墨
書
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
な
お
以
下
、傍
線
等
は
私
が
挿
入
し
た
。

・
本
文
（『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
上
巻
、
三
・
四
頁
）

　

近
世
禅
林
僧
宝
伝
序

　

�　

自
吾
初
祖
菩
提
達
磨
、
以
不
立
文
字
直
指
人
心
之
宗
旨
、
別
開
法

門
。
a
於
是
続
焔
聯
芳
、
灯
灯
相
伝
、
化
化
互
照
、
醻
唱
揵
峻
影
響
。

弗
啻
流
委
混
混
、
遂
盈
溢
四
海
矣
。

　

�　

然
而
英
傑
俊
士
専
奉
宗
旨
。
不
敢
事
文
字
、是
以
雖
其
機
縁
言
行
、

往
往
足
啓
発
後
学
、
而
多
不
伝
于
世
。
誠
此
亦
為
可
惜
焉
。

　

�　

至
宋
景
徳
中
、
有
沙
門
道
原
者
、
始
編
成
伝
灯
録
三
十
巻
、
及
普

灯
続
灯
等
若
干
巻
、
続
出
逓
刊
、
播
布
遐
邇
。
於
是
吾
宗
祖
祖
機
縁
、

始
昭
晢
于
後
矣
。

　

�　

ｂ
其
在
本
朝
、
則
自
推
古
帝
之
世
、
達
磨
遊
化
本
邦
之
時
機
、
亦

漸
熟
。
其
后
吾
二
十
四
流
宗
祖
、①
明
庵
道
元
輩
出
自
建
久
安
貞
間
、

至
応
仁
及
慶
長
中
、
c
王
公
侯
伯
欽
風
仰
挹
名
寺
巨
刹
、
毎
州
並
峙
、

中
外
高
僧
輪
次
視
篆
、盛
竪
法
幢
、立
宗
旨
者
、建
久
以
来
五
百
余
載
、

世
世
不
乏
其
人
。
然
而
未
有
能
緝
録
其
間
諸
賢
言
行
者
。
至
延
宝
中
、

相
州
師
蛮
者
、
深
慨
之
、
乃
始
輯
撰
延
宝
伝
灯
録
四
十
巻
。
所
收
幾

乎
一
千
余
人
。
誠
可
謂
偉
業
矣
。

　

�　

自
是
厥
後
百
五
十
年
余
、
宗
乗
之
不
振
日
甚
。
幸
有
吾
鵠
林
白
隠

老
出
、
触
正
受
端
之
悪
毒
、
遂
振
起
已
墜
之
宗
風
。
其
輪
下
得
人
亦

不
少
。
祖
師
真
風
、
於
是
再
昭
昭
于
世
矣
。
d
顧
其
前
後
、
所
出
宿

徳
碩
師
、
亦
誠
不
為
寡
。
而
其
異
言
奇
行
、
至
今
未
有
記
述
、
以
伝

後
者
。
可
謂
闕
典
矣
。

　

�　

予
弱
冠
以
来
、
窃
不
自
揆
、
志
其
纂
輯
者
久
。
嚮
者
適
因
事
在
薩

州
者
殆
一
年
。
幽
居
多
暇
。
於
是
始
從
事
於
斯
。
然
当
時
唯
尋
繹
予

所
暗
記
平
生
見
聞
、
随
得
敘
録
之
。
是
以
至
其
詳
備
、
則
多
不
能
如

意
。
及
其
後
帰
山
、
更
就
各
師
本
寺
、
歴
問
其
行
事
、
網
羅
補
苴
者

殆
十
年
。
于
此
所
録
、
幾
乎
一
百
余
人
。
乃
忘
固
陋
、
編
次
成
数
巻
、

号
曰
近
世
禅
林
僧
宝
伝
焉
。

　

�　

世
之
叢
林
之
士
、
倘
由
斯
編
以
観
古
人
言
行
、
且
能
矜
式
其
枯
澹

生
涯
、
則
庶
乎
灯
灯
相
続
、
宗
風
永
不
墜
焉
。
此
予
編
次
之
微
志
也
。

如
其
訛
漏
、
則
謹
俟
後
哲
之
補
正
、
云
爾
。

　
　
　

明
治
廿
二
年
六
月

　
　

相
国
承
天
禅
寺
退
耕
庵
独
園
撰

・
書
き
下
し
文

　

近
世
禅
林
僧
宝
伝
序



一
二
五

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

　
�　

吾
が
初
祖
菩
提
達
磨
よ
り
、不ふ

り
ゅ
う立

文も
ん
じ字

直じ
き
し指

人に
ん
し
ん心

の
宗
旨
を
以
て
、

別
に
法
門
を
開
く
。
A
是こ

こ
に
於
い
て
続

ぞ
く
え
ん
れ
ん

焔
聯
芳ぽ

う
、灯
々
相あ

い
つ
た伝

え
、化
々

互
い
に
照
ら
す
。
醻

し
ゅ
う

唱し
ょ
う、

影
響
を
揵け

ん
峻し

ゅ
んに

す
。
啻た

だ
に
流
れ
混
々
た

る
に
委ゆ

だ
ぬ
る
の
み
な
ら
ず
、
遂
に
四
海
に
盈み

ち
溢あ

ふ
る
。

　

�　

然
し
て
英
傑
の
俊
士
、
専も

っ
ぱら

宗
旨
を
奉
じ
、
敢
え
て
文
字
を
事
と

せ
ず
。

（1）
是
れ
を
以
て
、
其
の
機
縁
言
行
、
往
々
、
後
学
を
啓
発
す

る
に
足
る
と
雖い

え
ども

、
而し

か

も
多
く
世
に
伝
わ
ら
ず
。
誠
に
此
れ
亦
た
惜

し
む
べ
き
と
為な

す
。

　

�　

宋
の
景
徳
中
に
至
っ
て
、沙
門
道
原
な
る
者
有
っ
て
、始
め
て
『
伝

灯
録
』
三
十
巻
を
編
成
し
、『
普
灯
』『
続
灯
』
等
若
干
巻
、
続
出

逓て
い
か
ん刊

さ
れ
、
遐か

じ邇
に
播は

布ふ

さ
る
に
及
ぶ
。
是こ

こ

に
於
い
て
吾
が
宗
祖
々

の
機
縁
、
始
め
て
後
に
昭し

ょ
う
せ
い晢

せ
ら
る
。

　

�　

B
其
の
本
朝
に
在
っ
て
は
、
則
ち
推
古
帝
の
世
、
達
磨
、
本
邦
に

遊ゆ
け化

す
る
の
時
機
よ
り
、
亦
た
漸

よ
う
やく

熟
す
。
其
の
后
、
吾
が
二
十
四

流
の
宗
祖
、
明
庵
・
道
元
、
輩
出
す
。
建
久
・
安
貞
の
間
よ
り
、
応

仁
及
び
慶
長
中
に
至
り
、
C
王
公
侯
伯
の
欽
風
仰ぎ

ょ
う
ゆ
う

挹
す
る
名
寺
巨

刹
、
州
毎ご

と
に
並
び
峙

そ
ば
だち

、
中
外
の
高
僧
、
輪
次
に
視し

て
ん篆

し
、
盛
ん
に

法ほ
う
ど
う幢

を
竪た

て
、
宗
旨
を
立
す
る
者
、
建
久
以
来
五
百
余
載
、
世
々
其

の
人
に
乏
し
か
ら
ず
。
然し

か

り
而し

こ

う
し
て
未
だ
能
く
其
の
間
の
諸
賢
の

言
行
を
緝し

ゅ
う
ろ
く録

す
る
者
有
ら
ず
。
延
宝
中
に
至
り
、
相
州
の
師し

ば
ん蛮

な
る

者
、
深
く
之
を
慨な

げ

き
、
乃す

な
わち

始
め
て
、『
延
宝
伝
灯
録
』
四
十
巻
を

輯し
ゅ
う

撰せ
ん

す
。
収
む
る
所
、幾ほ

と
ん乎

ど
一
千
余
人
。
誠
に
偉
業
と
謂
う
べ
し
。

　

�　

是
れ
よ
り
厥そ

の
後
、
百
五
十
年
余
、
宗
乗
の
不
振
、
日ひ

び

に
甚は

な
はだ

し
。

幸
い
に
吾
が
鵠
林
白
隠
老
の
出
づ
る
有
っ
て
、
正
受
端
の
悪
毒
に
触

れ
、
遂
に
已い

つ
い墜

の
宗
風
を
振
起
す
。
其
の
輪
下
、
人
を
得
る
こ
と
亦

た
少
な
か
ら
ず
。
祖
師
の
真
風
、是こ

こ

に
於
い
て
再
び
世
に
昭
々
た
り
。

D
其
の
前
後
を
顧
み
る
に
、
出
づ
る
所
の
宿
徳
碩
師
も
、
亦
た
誠
に

寡す
く

な
し
と
為な

さ
ず
。
而し

か
し
て
其
の
異
言
奇
行
、
今
に
至
る
ま
で
未
だ

記
述
有
ら
ず
。
以
て
後
に
伝
う
る
こ
と
、
典
を
闕か

く
と
謂
う
べ
し
。

　

�　

予
、
弱
冠
よ
り
以
来
、
窃ひ

そ

か
に
自
ら
揆は

か

ら
ず
、
其
の
纂さ

ん
し
ゅ
う輯

を
志
す

こ
と
久
し
。
嚮さ

き者
に
、
適た

ま

た
ま
事
に
因よ

っ
て
薩
州
に
在
る
こ
と
、
殆

ほ
と
ん

ど
一
年
。
幽ゆ

う

居き
ょ

、
暇

い
と
ま

多
し
。
是こ

こ

に
於
い
て
始
め
て
斯こ

れ
に
従
事
す
。

然
れ
ど
も
当
時
は
唯
だ
予
が
暗
記
す
る
所
の
平
生
の
見
聞
を
尋じ

ん
え
き繹

し
、
得
る
に
随
っ
て
之
を
敘
録
す
る
の
み
。

（2）
是
れ
を
以
て
、
其
の

詳
備
に
至
っ
て
は
、
則
ち
多
く
能よ

く
意
の
如
く
な
ら
ず
。
其
の
後
、

帰
山
す
る
に
及
び
、
更
に
各
師
の
本
寺
に
就つ

い
て
、
其
の
行
事
を
歴

問
し
、
網
羅
補ほ

し
ょ苴

す
る
こ
と
殆ほ

と
んど

十
年
。
此こ

こ

に
録
す
る
所
、
幾ほ

と
ん乎

ど

一
百
余
人
。
乃す

な
わち

固こ
ろ
う陋

を
忘
じ
、
編
次
し
て
数
巻
を
成
し
、
号
し
て

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
と
曰い

う
。

　

�　

世
の
叢
林
の
士
、
倘も

し
斯こ

の
編
に
由よ

っ
て
、
以
て
古
人
の
言
行
を



一
二
六

観み

、
且か

つ
能よ

く
其
の
枯こ

た
ん澹

の
生
涯
を
矜

き
ょ
う
し
ょ
く

式
せ
ば
、
則
ち
灯
々
相あ

い
つ続

ぎ
、

宗
風
永
く
墜お

ち
ざ
る
に
庶ち

か乎
か
ら
ん
か
。
此
れ
予
が
編
次
の
微
志
な

り
。
其
の
訛か

ろ
う漏

の
如
き
は
、
則
ち
謹
ん
で
後
哲
の
補
正
を
俟ま

つ
と
、

爾し
か

云い

う
。

　

…
…

以
下
【　

】
は
『
訓
読 
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
の
原
文
、《　

》
は
私
の

解
答
案
で
あ
る
。

（
１
）
傍
線
a

・
句
読

×�

【
於
是
続
焔
聯
芳
、
灯
灯
相
伝
、
化
化
互
照
、
醻
唱
揵・
峻
影
響
。
弗

啻
流
委
混
混
、
遂
盈
溢
四
海
矣
】

〇�

《
於
是
、
続
焔
聯
芳
、
灯
灯
相
伝
、
化
化
互
照
、
醻
唱
捷
峻
。
影
響

弗
啻
、
流
委
混
混
、
遂
盈
溢
四
海
矣
》

　

ま
ず
「
揵・
」
の
字
は
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
を
確
認
す
る
と
、「
捷
」

と
あ
る（

（
（

。
ま
た
「
延
宝
伝
灯
録
序
」
に
は
「
皆
是
英
傑
、
灯
々
互
照
、

醻
唱
捷
峻
、
電
巻
雷
奔
。
児
孫
縄
々
、
盈
溢
四
海
矣
」
と
も
あ
っ
て（

（
（

、

「
醻
唱
捷
峻
」
で
句
読
を
切
っ
て
い
る
の
で
、
傍
線
a
も
「
醻
唱
捷
峻
、

影
響
」
の
句
読
が
正
し
い
。

　

次
に
「
影
響
。
弗
啻
流
委
混
混
」
は
「
影
響
弗
啻
、
流
委
混
混
」
と

句
読
を
切
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
第
一
に
「
影
響
」
は
後
の
史

料
だ
が
、「
続
禅
林
僧
宝
伝
第
一
輯
序
」「
続
焔
聯
芳
、
承
虚
接
響
、
児

孫
縄
縄
、真
風
蕩
蕩
也
」（『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』上
巻
、二
三
三
頁
）

の
「
承
虚
接
響
（｛
形
ば
か
り
｝う
け
つ
ぐ
）」
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
あ

り（
（
（

、
第
二
に
「
弗
啻
」
は
、
花
園
大
学
図
書
館
「
お
す
す
め
図
書
」

古
田
島
洋
介
『
日
本
近
代
史
を
学
ぶ
た
め
の
文
語
文
入
門　

漢
文
訓
読

体
の
地
平
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
）
一
〇
六
頁
に
、
記
憶
し
て

お
き
た
い
訓
読
表
現
と
し
て
「〈
不
啻
〉
を
後
置
し
た
〈
～

モ
不
レ
啻

ナ
ラ

〉

＝
〈
～
も
啻た

だ

な
ら
ず
〉」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

最
後
に
「
流
委
」
は
、「
委
」
に
「
末
」
の
意
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、

前
掲
「
延
宝
伝
灯
録
序
」
の
「
児
孫
」
と
同
じ
意
味
と
考
え
る
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
A
）

×�

【
是
に
於
い
て
続
焔
聯
芳
、
灯
々
相
伝
え
、
化
々
互
い
に
照
ら
す
。

醻
唱
、
影
響
を
揵
峻
に
す
。
啻
に
流
れ
混
々
た
る
に
委
ぬ
る
の
み
な

ら
ず
、
遂
に
四
海
に
盈
ち
溢
る
】

〇�

《
是
に
於
い
て
続
焔
聯
芳
、
灯
々
相
伝
え
、
化
々
互
い
に
照
ら
し
醻

唱
捷
峻
た
り
。
影
響
も
啻た

だ

な
ら
ず
、
流
委
混
々
と
し
て
遂
に
四
海
に

盈
ち
溢
る
》

・
訳

　

そ
こ
で
禅
の
宗
旨
は
面
々
接
受
嫡
々
相
承
さ
れ
、
そ
の
教
化
も
肝
胆

相
照
ら
し
、
師
資
の
応
酬
も
敏
捷
か
つ
峻
厳
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
禅



一
二
七

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

の
宗
旨
が
受
け
つ
が
れ
た
だ
け
で
な
く
、
児
孫
が
続
々
と
輩
出
さ
れ
、

そ
し
て
天
下
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
。

（
２
）
傍
線
ｂ

・
句
読

×
【
其
在
本
朝
、則
自
推
古
帝
之
世
、達
磨
遊
化
本
邦
之
時
機
、亦
漸
熟
】

〇�

《
其
在
本
朝
、則
自
推
古
帝
之
世
、達
磨
遊
化
本
邦
之
時
、機
亦
漸
熟
》

　

傍
線
ｂ
は
「
延
宝
伝
灯
録
序
」「
本
朝
推
古
之
暦
、
達
磨
遊
化
此
方
、

而
時
機
未
熟
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で（

（
（

、「
機
亦
漸
熟
」
の
句
読
が
正

し
い
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
B
）

×�

【
其
の
本
朝
に
在
っ
て
は
、
則
ち
推
古
帝
の
世
、
達
磨
、
本
邦
に
遊

化
す
る
の
時
機
よ
り
、
亦
た
漸
く
熟
す
】

〇�

《
其
の
本
朝
に
在
っ
て
は
、
則
ち
推
古
帝
の
世
、
達
磨
、
本
邦
に
遊

化
す
る
の
時
よ
り
、
機
も
亦
た
漸
く
熟
す
》

・
訳

　

日
本
で
は
推
古
朝
に
達
磨
が
遊
化
し
た
が
、
そ
の
時
か
ら
徐
々
に
禅

を
受
け
入
れ
る
機
運
も
熟
し
て
い
っ
た
。

（
３
）
傍
線
ｃ

・
句
読

×�

【
王
公
侯
伯
欽
風
仰
挹
名
寺
巨
刹
、
毎
州
並
峙
、
中
外
高
僧
輪
次
視

篆
、盛
竪
法
幢
、立
宗
旨
者
、建
久
以
来
五
百
余
載
、世
世
不
乏
其
人
】

〇�

《
王
公
侯
伯
、
欽
風
仰
挹
、
名
寺
巨
刹
、
毎
州
並
峙
。
中
外
高
僧
、

輪
次
視
篆
、
盛
竪
法
幢
、
立
宗
旨
者
、
建
久
以
来
、
五
百
余
載
、
世

世
不
乏
其
人
》

　

傍
線
ｃ
は「
延
宝
伝
灯
録
序
」「
而
王
公
侯
伯
、欽
風
仰
挹
、伽
藍
鉅
刹
、

毎
州
竝
峙
。
和
宋
名
衲
、輪
次
視
篆
、竪
法
幢
、立
宗
旨
、代
不
乏
其
人
」

を
ふ
ま
え（

（
（

、
以
下
の
対
句
を
含
む
の
で
、
句
読
の
誤
り
は
明
白
で
あ
る
。

　
　

王
公
侯
伯
、
欽
風
仰
挹
、

　
　

名
寺
巨
刹
、
毎
州
並
峙
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
C
）

×�

【
王
公
侯
伯
の
欽
風
仰
挹
す
る
名
寺
巨
刹
、
州
毎
に
並
び
峙
ち
、
中

外
の
高
僧
、
輪
次
に
視
篆
し
、
盛
ん
に
法
幢
を
竪
て
、
宗
旨
を
立
す

る
者
、
建
久
以
来
五
百
余
載
、
世
々
其
の
人
に
乏
し
か
ら
ず
】

〇�

《
王
公
侯
伯
は
風
を
欽つ

つ
しん

で
仰
挹
し
、名
寺
巨
刹
は
州
毎
に
並
峙
す
。

中
外
の
高
僧
、
輪
次
に
視
篆
し
、
盛
ん
に
法
幢
を
竪
て
宗
旨
を
立
つ

る
者
、
建
久
よ
り
以
来
五
百
余
載
、
世
々
其
の
人
に
乏
し
か
ら
ず
》

・
訳

　

王
公
侯
伯
は
そ
の
宗
風
を
慕
っ
て
仰
ぎ
崇
め
、
名
寺
巨
刹
も
州
ご
と

に
並
び
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
日
中
の
高
僧
た
ち
が
順
番
に
視

篆
し
た
の
で
、
盛
ん
に
宗
風
を
挙
揚
し
新
た
に
宗
旨
を
立
て
る
者
も
、



一
二
八

建
久
年
間
以
来
、
五
百
余
年
の
間
、
代
代
そ
の
人
材
に
こ
と
欠
か
な
か

っ
た
。

（
４
）
傍
線
ｄ

・
句
読

×�

【
顧
其
前
後
、
所
出
宿
徳
碩
師
、
亦
誠
不
為
寡
。
而
其
異
言
奇
行
、

至
今
未
有
記
述
、
以
伝
後
者
。
可
謂
闕
典
矣
】

〇�

《
顧
其
前
後
所
出
宿
徳
碩
師
、
亦
誠
不
為
寡
。
而
其
異
言
奇
行
、
至

今
未
有
記
述
以
伝
後
者
。
可
謂
闕
典
矣
》

　

否
定
の
「
未
」
が
ど
こ
ま
で
係
る
か
、
す
な
わ
ち
「
管
到
」
の
問
題

と
な
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
「
至
今
未
有
記
述
以
伝
後
者
」
の
句
読
が
正
し
い
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
D
）

×�

【
其
の
前
後
を
顧
み
る
に
、
出
づ
る
所
の
宿
徳
碩
師
も
、
亦
た
誠
に

寡
な
し
と
為
さ
ず
、
而
し
て
其
の
異
言
奇
行
、
今
に
至
る
ま
で
未
だ

記
述
有
ら
ず
。
以
っ
て
後
に
伝
う
る
こ
と
、典
を
闕
く
と
謂
う
べ
し
】

〇�

《
顧
み
る
に
、
其
の
前
後
出
づ
る
所
の
宿
徳
碩
師
も
亦
た
誠
に
寡
な

し
と
為
さ
ず
。
而し

か

れ
ど
も
其
の
異
言
奇
行
、
今
に
至
る
ま
で
未
だ
記

述
し
以
て
後
に
伝
う
る
者
有
ら
ず
。
典
を
闕
く
と
謂
う
べ
し
》

・
訳

　

ふ
り
か
え
る
と
、
白
隠
前
後
に
輩
出
し
た
宿
徳
碩
師
も
実
際
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
言
行
は
今
ま
で
記
録
し
て
後
世
に
伝

え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
遺
漏
と
言
う
ほ
か
な
い
。

（
５
）
そ
の
他

・
句
読

傍
線
①

　
《
明
庵
道
元
輩
出
。
自
建
久
安
貞
間
》
が
正
し
い
。
単
な
る
校
正
ミ

ス
で
あ
ろ
う
。

・
書
き
下
し
文

傍
線

（1）
・

（2）

　
《
是こ

こ

を
以
て
》
と
読
む（

（1
（

。
後
掲
の
傍
線

（6）
も
同
じ
。

二
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
凡
例
」
書
き
下
し
文
の
誤
り

　
「
凡
例
」
も
、
も
と
は
白
文
で
あ
る（

（1
（

。

・
本
文
（『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
上
巻
、
五
・
六
頁
）

　

凡
例
五
則

　

�

一
、
従
前
輯
撰
禅
林
諸
伝
者
、
多
以
伝
灯
為
書
名
、
且
冠
以
撰
時
之

年
号
、
如
宋
代
之
景
徳
伝
灯
録
、
本
朝
之
延
宝
伝
灯
録
是
也
。
本
書

雖
蒐
録
無
難
以
来
諸
宗
師
伝
、
以
嗣
延
宝
之
録
、
e
然
只
照
其
人
生

卒
年
代
略
次
第
之
、
不
必
規
規
。
拘
衣
鉢
之
統
脈
故
、
不
敢
襲
用
二

録
之
名
。
止
題
曰
近
世
禅
林
僧
宝
伝
。
其
不
冠
年
号
者
、
避
称
謂
之

不
順
也
。



一
二
九

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

　
�

一
、
ｆ
無
難
以
来
、
伝
灯
宗
師
、
彬
彬
輩
出
。
但
其
人
或
殊
操
履
、

其
躅
随
隔
顕
晦
。
ｇ
此
撰
雖
務
期
闡
発
。
然
恐
尚
有
佚
於
幽
潜
。
拾

遺
補
闕
之
助
、
吾
深
属
望
来
者
。

　

�

一
、
ｈ
諸
伝
事
蹟
、
或
拠
荊
棘
叢
談
所
載
、
或
取
諸
余
記
臆
、
或
質

之
于
各
師
本
寺
、
斟
酌
剪
裁
、
纔
具
顛
末
。
然
其
間
所
欠
漏
者
、
不

一
而
足
。
i
即
若
各
伝
中
、
唯
存
機
縁
語
句
、
而
佚
享
寿
臘
数
等
、

凡
不
可
無
者
此
皆
係
歴
多
方
捜
検
而
竟
不
可
端
倪
者
。
雖
極
知
其
失

体
、
然
姑
存
以
備
伝
数
。
読
者
諒
旃
。

　

�

一
、
諸
宗
師
中
、
或
有
勅
賜
諡
号
徽
称
、
或
有
否
者
、
参
差
不
均
。

本
書
署
題
一
切
掲
以
某
和
尚
。
不
唯
避
分
別
之
繁
。
蓋
以
人
人
所
通

知
者
称
之
、
極
易
検
尋
也
。
若
其
勅
賜
号
称
、
則
固
既
登
載
伝
文
中
。

非
敢
略
之
也
。

　

�

一
、
j
緇
林
外
修
禅
者
、
古
来
寔
繁
。
有
徒
苟
分
伝
灯
脈
者
、
雖
非

名
流
、
亦
可
伝
其
人
。
k
故
今
傚
前
輩
居
士
伝
等
例
録
。
其
最
可
伝

者
若
干
人
、
以
附
于
僧
宝
之
後
云
。

　

�

一
、
初
余
蒐
輯
諸
伝
、
随
得
随
録
、
如
第
三
則
所
言
。
是
以
其
体
裁

行
文
等
、
種
種
不
同
。
素
欲
手
加
刪
訂
、
俾
帰
画
一
、
l
顧
法
務
大

劇
、
弗
暇
操
觚
。
m
於
是
嘱
所
識
京
儒
灌
園
石
津
氏
、
自
諸
宗
師
原

語
成
文
外
、
凡
係
撰
者
記
述
者
、
字
梳
句
櫛
潤
色
之
、
略
一
貫
全
書

通
体
焉
。
n
而
其
整
次
校
讐
以
下
、
至
授
梓
製
本
凡
百
之
役
、
則
宗

海
全
信
及
指
月
居
士
、
皆
拮
据
周
旋
之
乃
成
就
。
吾
著
撰
者
、
実
為

氏
与
三
子
之
力
。
其
労
不
可
湮
沒
。
因
附
記
于
此
。

撰
者
識

・
書
き
下
し
文

　

凡
例
五
則

　

�

一
、従
前
輯し

ゅ
う

撰せ
ん

の
禅
林
の
諸
伝
は
、多
く
伝
灯
を
以
て
書
名
と
為な

し
、

（3）
且
つ
撰
時
の
年
号
を
以
て
冠
す
。
宋
代
の
『
景
徳
伝
灯
録
』、
本

朝
の
『
延
宝
伝
灯
録
』
が
如
き
是
れ
な
り
。
本
書
は
、
無
難
以
来
の

諸
宗
師
の
伝
を
蒐し

ゅ
う
ろ
く録

し
、
以
て
延
宝
の
録
を
嗣つ

ぐ
と
雖い

え
ども

、
E
然し

か
も

只た

だ
其
の
人
の
生
卒
年
代
に
照
ら
し
、
略ほ

ぼ
之
れ
を
次
第
す
る
も
、

必
ず
し
も
規
々
せ
ず
。
衣え

は
つ鉢

の
統
脈
に
拘か

か
わ
る
が
故ゆ

え
に
、
敢
え
て
二

録
の
名
を
襲
用
せ
ず
。
止た

だ
題
し
て
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
と
曰い

う

の
み
。
其
の
年
号
を
冠
せ
ざ
る
は
、
称し

ょ
う
い謂

の
不
順
を
避
く
る
な
り
。

　

�

一
、
F
無
難
以
来
、
伝
灯
の
宗
師
、
彬ひ

ん
ぴ
ん々

と
し
て
輩
出
す
。
但
だ
其

の
人
、
或
い
は
操そ

う
履り

を
殊こ

と
に
し
、
其
の
躅

ち
ょ
く
ず
い

随
、
顕け

ん
晦か

い
を
隔
つ
。
G
此

の
撰
、
闡せ

ん
ぱ
つ発

を
期
す
る
を
務
む
と
雖

い
え
ども

、
然し

か
も
恐
ら
く
は
尚な

お
幽ゆ

う

潜せ
ん

に
於
い
て
佚い

つ
有
ら
ん
。
遺い

を
拾
い
闕け

つ
を
補
う
の
助
け
、
吾
れ
深
く

属
望
し
来
た
る
者
な
り
。

　

�

一
、
H
諸
伝
の
事
蹟
、
或
い
は
『
荊

け
い
き
ょ
く棘

叢そ
う
だ
ん談

』
の
所
載
に
拠よ

り
、

或
い
は
諸
余
の
記
臆
を
取
り
、
或
い
は
之
を
各
師
の
本
寺
に
質た

だ
し
、



一
三
〇

斟し
ん
し
ゃ
く酌

剪せ
ん
さ
い裁

し
、
纔わ

ず

か
に
顛
末
を
具
す
。
然
れ
ど
も
其
の
間
の
欠
漏

す
る
所
は
、
一
に
し
て
足
ら
ず
。
I
即
ち
若
し
各
伝
の
中
、
唯た

だ
機

縁
の
語
句
を
存
す
る
の
み
に
し
て
、
享

き
ょ
う
じ
ゅ
ろ
う

寿
臘
数す

う
等
を
佚い

つ
す
る
こ
と
、

凡お
よ

そ
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
此
れ
皆
な
多
方
捜
検
を
歴へ

る
も
竟つ

い
に

端た
ん
げ
い倪

す
べ
か
ら
ざ
る
者
に
係
る
。極
め
て
其
の
失
体
を
知
る
と
雖

い
え
ども

、

然
も
姑し

ば
ら
く
存
し
て
以
て
伝
数
を
備
う
。
読
者
、
旃こ

れ
を
諒
せ
よ
。

　

�

一
、
諸
宗
師
の
中
、
或
い
は
勅

ち
ょ
く
し
し
ご
う
き
し
ょ
う

賜
諡
号
徽
称
有
り
、
或
い
は
否し

か

ら
ざ

る
者
有
り
、
参し

ん
し差

と
し
て
均ひ

と

し
か
ら
ず
。

（4）
本
書
は
、
署
題
一
切
、

某
和
尚
を
以
て
掲
ぐ
。
唯
だ
分
別
の
繁
を
避
く
る
の
み
な
ら
ず
。
蓋け

だ

し
人
々
に
通
知
さ
る
る
者
を
以
て
之
を
称
し
、
極
め
て
検
尋
を
易や

す

く

す
る
な
り
。
其
の
勅
賜
号
称
の
若ご

と

き
は
、
則
ち
固も

と

よ
り
既
に
伝
文
中

に
登
載
す
。
敢
え
て
之
を
略
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。

　

�

一
、
J
緇し

林り
ん

の
外
に
禅
を
修
す
る
者
、
古
来
、

寔
ま
こ
とに

繁し
げ

し
。
徒
の

苟い
や
し
くも

伝
灯
の
脈
を
分
か
つ
者
は
、
名
流
に
非
ず
と
雖

い
え
ども

、
亦
た
其

の
人
を
伝
う
べ
し
。
K
故ゆ

え
に
今
、前
輩
の
居
士
伝
等
の
例
録
に
傚な

ら
う
。

其
の
最
も
伝
う
べ
き
者
若
干
人
、
以
て
僧
宝
の
後
に
附
す
と
云
う
。

　

�

一
、
初
め
余よ

、
諸
伝
を
蒐

し
ゅ
う
し
ゅ
う

輯
し
、

（5）
得
る
に
随
い
、
録
す
る
に
随
う

こ
と
、
第
三
則
に
言
う
所
の
如
し
。

（6）
是
れ
を
以
て
、
其
の
体
裁
行

文
等
、
種
々
同
か
ら
ず
。

（7） 

素も

と
よ
り
手
を
刪さ

く
て
い訂

に
加
え
、
画
一

に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
も
、L
法
務
を
顧
み
れ
ば
大
い
に
劇

い
そ
がし

く
、

操そ
う
こ觚

に
暇

い
と
ま

弗あ
ら

ず
。
M
是こ

こ
に
於
い
て
、
識し

る
所
の
京
儒
灌
園
石
津
氏

に
嘱た

の
み
、
諸
宗
師
の
原
語
成
文
よ
り
外
、
凡お

よ
そ
撰
者
記
述
者
に
係
り
、

字じ

梳そ

句く

櫛し
つ

も
て
、
之
を
潤
色
せ
し
め
、
略ほ

ぼ
一
貫
し
、
全
書
通
体
す
。

N
而し

か
し
て
其
の
整
次
校
讐
以
下
、
授じ

ゅ
梓し

製
本
に
至
る
凡

ぼ
ん
ぴ
ゃ
く

百
の
役
は
、

則
ち
宗
海
・
全
信
及
び
指
月
居
士
、
皆
な
之
を
拮き

っ
き
ょ据

周
旋
し
、
乃

す
な
わち

成じ
ょ
う
じ
ゅ

就
す
。
吾
が
著ち

ょ
撰せ

ん
は
、実
に
氏
と
三
子
と
の
力
と
為な

す
。
其
の
労
、

湮い
ん
ぼ
つ没

す
べ
か
ら
ず
。
因よ

っ
て
此こ

こ

に
附
記
す
。

　

�

…
…

（
６
）
傍
線
e

・
句
読

×�

【
然
只
照
其
人
生
卒
年
代
略
次
第
之
、
不
必
規
規
。
拘
衣
鉢
之
統
脈

故
、
不
敢
襲
用
二
録
之
名
。
止
題
曰
近
世
禅
林
僧
宝
伝
】

〇�

《
然
只
照
其
人
生
卒
年
代
略
次
第
之
、
不
必
規
規
拘
衣
鉢
之
統
脈
。

故
不
敢
襲
用
二
録
之
名
、
止
題
曰
近
世
禅
林
僧
宝
伝
》

　

部
分
否
定
の
「
不
必
」
の
「
管
到
」
が
問
題
で（

（1
（

、「
不
必
規
規
拘
衣

鉢
之
統
脈
」
の
句
読
が
正
し
い
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
E
）

×�
【
然
も
只
だ
其
の
人
の
生
卒
年
代
に
照
ら
し
、
略
ぼ
之
れ
を
次
第
す

る
も
、
必
ず
し
も
規
々
せ
ず
。
衣
鉢
の
統
脈
に
拘
わ
る
が
故
に
、
敢

え
て
二
録
の
名
を
襲
用
せ
ず
。
止
だ
題
し
て
近
世
禅
林
僧
宝
伝
と
曰



一
三
一

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

う
の
み
】

〇�
《
然し

か

れ
ど
も
只
だ
其
の
人
の
生
卒
年
代
に
照
ら
し
、
略
ぼ
之
を
次
第

す
る
の
み
。
必
ず
し
も
規
々
と
し
て
衣
鉢
の
統
脈
に
拘
わ
ら
ず
。
故

に
敢
え
て
二
録
の
名
を
襲
用
せ
ず
、
止
だ
題
し
て
近
世
禅
林
僧
宝
伝

と
曰
う
の
み
》

・
訳

　

し
か
し
僧
伝
の
配
列
は
た
だ
生
寂
年
の
順
番
に
し
た
が
っ
て
、
お
お

ま
か
に
並
べ
た
だ
け
で
、
必
ず
し
も
嗣
法
関
係
を
厳
守
し
て
い
な
い
。

だ
か
ら
『
景
徳
伝
灯
録
』『
延
宝
伝
灯
録
』
の
両
書
に
あ
る
伝
灯
の
語

を
踏
襲
し
て
書
名
に
つ
け
た
り
は
せ
ず
、
た
だ
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』



と
題
し
た
。

（
７
）
傍
線
F

・
書
き
下
し
文
（
句
読
に
問
題
な
し
）

×�

【
無
難
以
来
、
伝
灯
の
宗
師
、
彬
々
と
し
て
輩
出
す
。
但
だ
其
の
人
、

或
い
は
操
履
を
殊
に
し
、
其
の
躅
随
、
顕
晦
を
隔
つ
】

〇�

《
無
難
以
来
、
伝
灯
の
宗
師
、
彬
々
と
し
て
輩
出
す
。
但
だ
其
の
人

或
い
は
操
履
を
殊
に
し
、
其
の
躅
随し

た
が

っ
て
顕
晦
を
隔
つ
》

　

以
下
の
対
句
が
含
ま
れ
、「
或
い
は
」に
対
応
す
る「
随
」は「
随

し
た
が

っ
て
」

と
読
む
べ
き
で
あ
る
。

　
　

其
人
或
殊
操
履
、

　
　

其
躅
随
隔
顕
晦
。

・
訳

　

至
道
無
難
以
来
、
伝
灯
の
宗
師
が
続
々
と
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

そ
の
人
物
に
よ
っ
て
言
行
に
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
事
績
に
つ

い
て
も
明
ら
か
な
点
も
あ
れ
ば
、
不
明
な
点
も
あ
る
。

（
８
）
傍
線
G

・
書
き
下
し
文
（
句
読
に
問
題
な
し
）

×�

【
此
の
撰
、
闡
発
を
期
す
る
を
務
む
と
雖
も
、
然
も
恐
ら
く
は
尚
お

幽
潜
に
於
い
て
佚
有
ら
ん
。
遺
を
拾
い
闕
を
補
う
の
助
け
、
吾
れ
深

く
属
望
し
来
た
る
者
な
り
】

〇�

《
此
の
撰
、
務
め
て
闡
発
を
期
す
と
雖
も
、
然し

か

れ
ど
も
恐
ら
く
は
尚

お
幽
潜
に
佚
す
る
こ
と
有
ら
ん
。
拾
遺
補
闕
の
助
、
吾
れ
深
く
来
者

に
属
望
す
》

　

傍
線
ｇ
「
吾
深
属
望
来
者
」
の
「
来
者
」
は
「
後
輩
」
を
意
味
す

る（
（1
（

。
・
訳

　

こ
の
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
で
は
事
績
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
つ
と

め
た
が
、
し
か
し
潜
隠
の
祖
師
の
記
録
に
は
と
り
こ
ぼ
し
が
あ
る
だ
ろ

う
。
不
十
分
な
点
や
訂
正
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
方
々
の
補
訂

を
望
む
。



一
三
二

（
９
）
傍
線
H

・
書
き
下
し
文
（
句
読
に
問
題
な
し
）

×�
【
諸
伝
の
事
蹟
、
或
い
は
『
荊
棘
叢
談
』
の
所
載
に
拠
り
、
或
い
は

諸
余
の
記
臆
を
取
り
、
或
い
は
之
を
各
師
の
本
寺
に
質
し
】

〇�

《
諸
伝
の
事
蹟
、
或
い
は
『
荊
棘
叢
談
』
の
所
載
に
拠
り
、
或
い
は

諸こ
れ

を
余よ

が
記
臆
に
取
り
、
或
い
は
之
を
各
師
の
本
寺
に
質
し
》

　
「
諸
」
は
「
之
於
」
の
縮
約
語
で
「
こ
れ
」
と
読
む（

（1
（

。

・
訳

　

諸
伝
の
事
績
は
『
荊
棘
叢
談
』
の
記
載
に
よ
っ
て
記
し
た
も
の
も
あ

れ
ば
、
私
の
記
憶
に
よ
っ
て
記
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
各
僧
所
属
の

本
山
寺
院
に
質
問
し
て
記
し
た
も
の
も
あ
る
。

（
10
）
傍
線
i

・
句
読

×�

【
即
若
各
伝
中
、
唯
存
機
縁
語
句
、
而
佚
享
寿
臘
数
等
、
凡
不
可
無

者
此
皆
係
歴
多
方
捜
検
而
竟
不
可
端
倪
者
。
雖
極
知
其
失
体
、
然
姑

存
以
備
伝
数
】

〇�

《
即
若
各
伝
中
、
唯
存
機
縁
語
句
而
佚
享
寿
臘
数
等
凡
不
可
無
者
、

此
皆
係
歴
多
方
捜
検
而
竟
不
可
端
倪
者
。
雖
極
知
其
失
体
、
然
姑
存

以
備
伝
数
》

　
「
即
若
」
は
「
即
ち
～
の
若ご

と

き
」
と
読
み
、「
た
と
え
ば
」
を
意
味
す
る
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
I
）

×�

【
即
ち
若
し
各
伝
の
中
、唯
だ
機
縁
の
語
句
を
存
す
る
の
み
に
し
て
、

享
寿
臘
数
等
を
佚
す
る
こ
と
、
凡
そ
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
は
、
此
れ

皆
な
多
方
捜
検
を
歴
る
も
竟
に
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
者
に
係
る
。
極

め
て
其
の
失
体
を
知
る
と
雖
も
、
然
も
姑
ら
く
存
し
て
以
て
伝
数
を

備
う
】

〇�

《
即
ち
各
伝
の
中
、
唯
だ
機
縁
の
語
句
を
存
す
る
の
み
に
し
て
、
享

寿
臘
数
等
凡
そ
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
者
を
佚
す
る
が
若
き
は
、
此
れ

皆
な
多
方
捜
検
を
歴
る
も
竟
に
端
倪
す
べ
か
ら
ざ
る
者
に
係
る
。
極

め
て
其
の
体
を
失
す
る
を
知
る
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
姑
ら
く
存
し
て

以
て
伝
の
数
に
備
う
》

・
訳

　

た
と
え
ば
僧
伝
の
中
で
、
た
だ
機
縁
の
語
句
だ
け
が
記
載
さ
れ
、
世

寿
法
臘
な
ど
当
然
の
せ
る
べ
き
事
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
四
方
八
方
手
を
尽
く
し
て
も
、
結
局
、
手
が
か
り
が
得

ら
れ
ず
、
調
べ
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
伝
記
の
体
を
な
し
て
な

い
の
は
百
も
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
収
録
し
て
僧
伝
の
数
に
加

え
て
お
く
。

（
11
）
傍
線
j 

・
句
読



一
三
三

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

×�

【
緇
林
外
修
禅
者
、
古
来
寔
繁
。
有
徒
苟
分
伝
灯
脈
者
、
雖
非
名
流
、

亦
可
伝
其
人
】

〇�
《
緇
林
外
修
禅
者
、
古
来
寔
繁
有
徒
。
苟
分
伝
灯
脈
者
、
雖
非
名
流
、

亦
可
伝
其
人
》

　
『
書
経
』
仲
虺
之
誥
に
「
簡
賢
附
勢
、
寔
繁
有
徒
（
賢け

ん

を
簡か

ん

に
し
勢せ

い

に
附つ

く
、
寔ま

こ
とに

繁し
げ

く
徒と

有あ

り
）」
と
あ
る
の
で
、「
古
来
寔
繁
有
徒
」
の

句
読
が
正
し
い
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
J
）

×�

【
緇
林
の
外
に
禅
を
修
す
る
者
、
古
来
、
寔
に
繁
し
。
徒
の
苟
も
伝

灯
の
脈
を
分
か
つ
者
は
、
名
流
に
非
ず
と
雖
も
、
亦
た
其
の
人
を
伝

う
べ
し
】

〇�

《
緇
林
の
外
に
禅
を
修
す
る
者
、
古
来
、
寔
に
繁
く
徒
有
り
。
苟
も

伝
灯
の
脈
を
分
か
つ
者
な
れ
ば
、
名
流
に
非
ず
と
雖
も
亦
た
其
の
人

を
伝
う
べ
し
》

・
訳

　

叢
林
外
で
禅
定
を
修
し
た
人
物
は
昔
か
ら
大
勢
い
る
。
も
し
嗣
法
し

て
い
る
の
な
ら
、
た
と
え
名
流
で
な
く
と
も
、
そ
の
人
物
の
事
績
は
後

世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
12
）
傍
線
k

・
句
読

×�

【
故
今
傚
前
輩
居
士
伝
等
例
録
。
其
最
可
伝
者
若
干
人
、
以
附
于
僧

宝
之
後
云
】

〇�

《
故
今
傚
前
輩
居
士
伝
等
例
、
録
其
最
可
伝
者
若
干
人
、
以
附
于
僧

宝
之
後
云
》

　
「
傚
…
…
例
」
は
定
型
句
な
の
で
、「
例
」
の
下
で
句
読
を
切
る
べ
き

で
あ
る
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
K
）

×�

【
故
に
今
、
前
輩
の
居
士
伝
等
の
例
録
に
傚
う
。
其
の
最
も
伝
う
べ

き
者
若
干
人
、
以
て
僧
宝
の
後
に
附
す
と
云
う
】

〇�

《
故
に
今
、
前
輩
の
居
士
伝
等
の
例
に
傚な

ら
っ
て
、
其
の
最
も
伝
う
べ

き
者
若
干
人
を
録
し
、
以
て
僧
宝
の
後
に
附
す
と
云
う
》

・
訳

　

だ
か
ら
こ
こ
で
は
、
そ
れ
以
前
の
居
士
伝
な
ど
の
例
に
倣
っ
て
、
最

も
そ
の
事
績
を
後
世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
の
若
干
名
を
収

録
し
て
、『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
の
末
尾
に
付
し
た
。

（
13
）
傍
線
L

・
書
き
下
し
文
（
句
読
に
問
題
な
し
）

×�
【
法
務
を
顧
み
れ
ば
、
大
い
に
劇
し
く
、
操
觚
に
暇
弗あ

ら

ず
】

〇�

《
顧た

だ
法
務
大
い
に
劇は

げ

し
く
、
操
觚
に
暇
あ
ら
ず
》

　
「
顧
」
は
逆
接
を
意
味
す
る
「
た
だ
」
と
読
む
方
が
よ
い（

（1
（

。



一
三
四

・
訳

　

し
か
し
法
務
が
多
忙
で
、
著
述
の
時
間
が
な
か
っ
た
。

（
14
）
傍
線
M

・
書
き
下
し
文
（
句
読
に
問
題
な
し
）

×�

【
是
に
於
い
て
、
識
る
所
の
京
儒
灌
園
石
津
氏
に
囑
み
、
諸
宗
師
の

原
語
成
文
よ
り
外
、
凡
そ
撰
者
記
述
者
に
係
り
、
字
梳
句
櫛
も
て
、

之
を
潤
色
せ
し
め
、
略
ぼ
一
貫
し
、
全
書
通
体
す
】

〇�

《
是
に
於
い
て
、
識
る
所
の
京
儒
灌
園
石
津
氏
に
囑
し
、
諸
宗
師
の

原
語
成
文
よ
り
外
、
凡
そ
撰
者
の
記
述
す
る
に
係
る
者
、
字
梳
句
櫛

し
、
之
を
潤
色
し
、
略
ぼ
一
貫
し
、
全
書
通
体
せ
し
む
》

　

傍
線
ｍ
の
「
外
」
は
「
～
の
外ほ

か
に
…
も
」
を
意
味
し
、「
外
」
の
前

後
の
「
～
」
と
「
…
」
に
は
同
じ
性
質
の
語
句
が
入
る
。
し
か
し
傍
線

M
「
諸
宗
師
の
原
語
成
文
」
は
語
録
等
を
表
し
、「
撰
者
記
述
者
」
は

撰
者
等
の
人
物
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
、「
撰
者
記
述
者
」
は
「
撰

者
が
記
述
す
る
文
章
」
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

・
訳

　

そ
こ
で
旧
知
の
京
都
の
儒
者
石
津
灌
園
氏
に
依
頼
し
て
、
祖
師
の
言

句
や
文
章
は
も
ち
ろ
ん
、
撰
者
で
あ
る
私
が
記
述
す
べ
き
文
章
に
至
る

ま
で
推
敲
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
全
体
の
体
裁
を
整
え

て
も
ら
っ
た
。

（
15
）
傍
線
n

・
句
読

×�

【
而
其
整
次
校
讐
以
下
、
至
授
梓
製
本
凡
百
之
役
、
則
宗
海
全
信
及

指
月
居
士
、
皆
拮
据
周
旋
之
乃
成
就
。
吾
著
撰
者
、
実
為
氏
与
三
子

之
力
】

〇��

《
而
其
整
次
校
讐
以
下
至
授
梓
製
本
凡
百
之
役
、
則
宗
海
全
信
及
指

月
居
士
、皆
拮
据
周
旋
之
。乃
成
就
吾
著
撰
者
、実
為
氏
与
三
子
之
力
》

　
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
輯
「
凡
例
」（『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』

上
巻
、
二
三
六
頁
）
は
傍
線
n
を
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
句
読
に

し
た
が
う
。

・
書
き
下
し
文
（
傍
線
N
）

×�

【
而
し
て
其
の
整
次
校
讐
以
下
、
授
梓
製
本
に
至
る
凡
百
の
役
は
、

則
ち
宗
海
・
全
信
及
び
指
月
居
士
、
皆
な
之
を
拮
据
周
旋
し
、
乃
ち

成
就
す
。
吾
が
著
撰
は
、
実
に
氏
と
三
子
と
の
力
と
為
す
】

〇�

《
而
し
て
其
の
整
次
校
讐
よ
り
以
下
授
梓
製
本
に
至
る
凡
百
の
役
は
、

則
ち
宗
海
・
全
信
及
び
指
月
居
士
、
皆
な
之
を
拮
据
周
旋
す
。
乃
ち

吾
が
著
撰
を
成
就
す
る
は
、
実
に
氏
と
三
子
の
力
と
為
す
》

・
訳

　

し
か
も
編
集
校
正
か
ら
印
刷
製
本
に
至
る
ま
で
の
様
々
な
工
程
に
つ

い
て
は
、
宗
海
・
全
信
及
び
指
月
居
士
の
三
人
が
懸
命
に
事
に
当
た
り



一
三
五

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

奔
走
し
て
く
れ
た
。
だ
か
ら
こ
の
『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
が
完
成
し
た

の
は
、
実
の
と
こ
ろ
石
津
氏
と
こ
の
三
人
の
お
か
げ
で
あ
る
。

（
16
）
そ
の
他

・
書
き
下
し
文

傍
線

（3）

　
《
且
つ
冠
す
る
に
撰
時
の
年
号
を
以
て
す
》
が
正
し
い（

（1
（

。
傍
線

（4）
も

同
様
。

傍
線

（5）

　
《
随
っ
て
得
れ
ば
、
随
っ
て
録
す
》
が
正
し
い（

（1
（

。

傍
線

（7）

　
《
素
と
よ
り
手て

ず
か
ら
刪
訂
を
加
え
、
画
一
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す

る
も
》
が
正
し
い（

（1
（

。

　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
授
業
の
課
題
「
書
き
下
し
文
の
ま
ち
が
い
探
し
」
で
と
り
あ

げ
た
『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
の
ま
ち
が
い
、
す
な
わ
ち
『
近
世

禅
林
僧
宝
伝
』｢

序
文｣

「
凡
例｣

の
書
き
下
し
文
の
主
な
ま
ち
が
い
を

漢
文
の
参
考
書
な
ど
を
根
拠
に
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
上
掲
の
よ
う
に
「
序
文
」「
凡
例
」
の
漢
文
が
難
解
で
な
い

以
上
、「
序
文
」「
凡
例
」
の
書
き
下
し
文
に
ま
ち
が
い
が
多
い
の
は
、

以
下
の
こ
と
が
原
因
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「『
訓
読 

近
世
禅

林
僧
宝
伝
』
は
、〈
序
文
〉〈
凡
例
〉
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て
は
『
近
世

禅
林
僧
宝
伝
』
に
付
さ
れ
た
訓
点
や
送
り
仮
名
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の

ま
ま
機
械
的
に
書
き
下
す
こ
と
が
で
き
た
が
、〈
序
文
〉〈
凡
例
〉
の
漢

文
は
白
文
で
あ
っ
た
た
め
に
正
確
に
読
解
で
き
な
か
っ
た
」
と
。
し
か

も
編
集
校
正
の
チ
ェ
ッ
ク
も
素
通
り
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
句
読
訓
読
の
ま
ち
が
い
の
み
な
ら
ず
、
序
文
凡
例
と
い
う
読

書
に
お
い
て
重
要
な
ま
え
が
き
部
分
を
一
層
読
み
が
た
く
し
て
し
ま
っ

た
点
で
も
問
題
で
あ
る
。
だ
が
『
訓
読 

近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
は
、
そ

の
出
版
か
ら
す
で
に
十
七
年
も
経
っ
て
い
る
の
で
、
今
さ
ら
そ
の
批
判

を
し
て
も
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
る
。

　

た
だ
そ
れ
で
も
平
成
三
一
年
の
凡
俗
の
私
の
脳
裏
に
は
『
訓
読 

近

世
禅
林
僧
宝
伝
』「
ま
え
が
き
」
三
頁
の
言
葉
が
虚
し
く
浮
か
ぶ
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
訓
読
本
に
い
さ
さ
か
の
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
原
撰
者
の

文
鼎
老
師
は
、
そ
の
凡
例
で
、「
凡お

よ

そ
現
代
の
人
士
、
多
く
は
漢

文
を
忌き

ひ避
し
て
、
以
て
読
み
難が

た

し
と
為な

す
」
と
嘆
い
て
お
ら
れ
る

が
、
そ
の
読
み
難
い
漢
文
を
、
訓
読
し
た
の
み
に
あ
る
。
未い

ま

だ
古

典
教
育
が
衰
微
し
て
い
な
い
、
昭
和
二
年
の
「
現
代
の
人
士
」
で

さ
え
斯か

く

の
如
し
で
あ
れ
ば
、
況い

わ

ん
や
、
漢
字
離
れ
・
活
字
離
れ
が



一
三
六

叫
ば
れ
て
久
し
い
、
平
成
十
四
年
の
「
現
代
の
人
士
」
に
お
い
て

を
や
で
あ
る
。

五
七
～
九
頁
参
照
。

３　

注
２
参
照
。

４�　

�『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
第
一
巻
（
思
文
閣
出
版
影
印
本
、一
九
七
三
）

一
～
二
五
頁
・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/822935

（
但
し
伊
藤
紀
の

墨
書
は
未
収
録
）
参
照
。

５　

注
４
参
照
。

６　

�『
大
日
本
仏
教
全
書
』
第
一
〇
八
巻
（
仏
書
刊
行
会
、
一
九
一
七
）

四
〇
頁
・
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/952812

）
参
照
。

７　

�『
大
慧
普
覚
禅
師
書
栲
栳
珠
』（
禅
文
化
研
究
所
影
印
本
、
一
九
九

七
）
五
三
五
頁
に
「
忠
曰
く
〈
空
谷
の
響
き
を
接
す
る
が
如
し
。

謂
う
こ
こ
ろ
は
実
無
き
な
り
〉」
と
あ
る
。

８　

注
６
参
照
。

９　

注
６
参
照
。

10　

�

加
地
伸
行
『
漢
文
法
基
礎 

本
当
に
わ
か
る
漢
文
入
門
』（
講
談
社

学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
）
五
六
七
頁
参
照
。 

11�　

前
掲
『
日
本
近
代
史
を
学
ぶ
た
め
の
文
語
文
入
門
』
一
六
頁
参
照
。

12　

注
４
（
思
文
閣
出
版
影
印
本
は
三
五
～
九
頁
）
参
照
。

13　

注
10
参
照
。

14�　

�『
論
語
』
子
罕
篇
に
「
子
曰
く
〈
後
生
畏
る
べ
し
。
焉
ん
ぞ
来
者

の
今
に
如
か
ざ
る
を
知
ら
ん
や
〉」
と
あ
る
。

注１　

�『
訓
読 
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』
は
、
荻
野
独
園
撰
『
近
世
禅
林
僧
宝

伝
』（
貝
葉
書
院
、一
八
九
〇
）
と
小
畠
文
鼎
撰
『
続
禅
林
僧
宝
伝
』

（
貝
葉
書
院
、
一
九
二
八
刊
・
禅
門
高
等
学
院
出
版
部
、
一
九
三

八
追
補
）
の
訓
注
本
で
あ
る
。
こ
の
両
書
は
、
卍
元
師
蛮
撰
『
延

宝
伝
灯
録
』
等
の
後
を
う
け
て
編
纂
さ
れ
た
日
本
近
世
以
後
の
禅

僧
伝
で
、
昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
）
に
思
文
閣
出
版
よ
り
洋
装

本
全
三
巻
と
し
て
影
印
復
刻
さ
れ
て
い
る
。

２　

�

花
園
大
学
図
書
館
「
お
す
す
め
図
書
」
佐
藤
優
『
読
書
の
技
法 

誰
で
も
本
物
の
知
識
が
身
に
つ
く
熟
読
術
・
速
読
術
「
超
」
入
門
』

（
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
一
二
）
四
五
・
五
一・
九
五
頁
に
よ

れ
ば
、
読
書
で
最
初
に
行
な
う
こ
と
は
、
熟
読
す
る
本
を
絞
り
込

む
た
め
の
速
読
で
あ
る
。
そ
の
方
法
の
一
つ
は
以
下
の
通
り
。
目

次
と
ま
え
が
き
・
結
び
を
注
意
深
く
読
み
、
全
頁
に
ざ
っ
と
目
を

通
す
と
、
読
ま
な
く
て
よ
い
本
を
外
に
は
じ
き
だ
せ
、
精
読
す
べ

き
箇
所
も
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
そ
し
て
ま
え
が
き
は
古

典
籍
で
は
序
文
と
凡
例
に
該
当
す
る
。
序
文
凡
例
に
つ
い
て
は
、

花
園
大
学
図
書
館
「
授
業
の
参
考
文
献
」
堀
川
貴
司
『
書
誌
学
入

門　

古
典
籍
を
見
る
・
知
る
・
読
む
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
）



一
三
七

『
近
世
禅
林
僧
宝
伝
』「
序
文
」「
凡
例
」
は
難
解
な
の
か

15　

前
掲
『
漢
文
法
基
礎
』
四
二
二
頁
参
照
。

16�　
�『

全
訳
漢
辞
海
』
第
二
版
（
三
省
堂
、
二
〇
〇
八
）
一
五
六
六
頁

参
照
。

17�　

�

花
園
大
学
図
書
館
「
授
業
の
参
考
文
献
」
西
田
太
一
郎
『
新
訂
漢

文
法
要
説
』（
朋
友
書
店
、
一
九
九
八
）
一
六
・
三
三
頁
参
照
。

18�　

�

前
掲
『
日
本
近
代
史
を
学
ぶ
た
め
の
文
語
文
入
門
』
一
〇
七
・
八

頁
参
照
。

19�　

�

古
田
島
洋
介
・
湯
城
吉
信
『
漢
文
訓
読
入
門
』（
明
治
書
院
、
二

〇
一
一
）
四
一
頁
参
照
。


